
曽我 邦彦（そが くにひこ）（社）日本ＰＴＡ全国協議会 顧問（前会長）
㈱童謡 代表取締役、㈲ソガクリエイト 代表取締役
1980年 日本大学大学院理工学研究科（修士）卒業、同年㈲大庭音楽事務所入社
1994年 山西小学校ＰＴＡ 会長 以降、西原村ＰＴＡ連絡協議会 会長、阿蘇郡ＰＴＡ連合会 会長、
熊本県ＰＴＡ連合会 理事・会長、(財)熊本県PTA災害見舞金安全会理事長、ＮＰＯ法人日本国際童謡館 理事長等々を
歴任。現在は現職の他、省庁の多くの審議会、検討会等の委員を歴任。

■講演者紹介■

文部科学省委託事業 徳島県ＰＴＡ連合会

「ケータイモラルキャラバン隊」

2012年1月15日（日） 徳島県教育会館 小ホール

安心ネットづくり促進協議会（会長：大谷大学教授 鷲田清一）は、利用者、産業界、教育関係者、有識者など

が一丸となってインターネットの利用環境を整え「グッドネット」を推進する組織として、2009年2月に設立され

た非営利団体です。 （会員数：194 2011年10月1日現在）

URL http://good-net.jp

協力

13時30分～13時35分 ＜挨拶＞

谷 明彦（徳島県ＰＴＡ連合会 会長）

13時35分～13時55分 ＜文部科学省＞

ケータイモラル、情報等に関する小学校、中学校での取り組み
勝山 浩司（文部科学省 スポーツ・青年局 青少年課 課長）
郷治 知道（文部科学省 初等中等教育局 児童生徒課 生徒指導室長）

13時55分～14時45分 ＜講演＞

深刻化するネットいじめ その現状と保護者の役割
渡辺 真由子（メディアジャーナリスト）

14時50分～15時50分 ＜会場トークセッション＞

あなたは、子どものケータイにどのように向き合いますか？
～ デジタル社会における家庭教育の悩みを参加者と共有し、一緒に考えます ～
渡辺 真由子（メディアジャーナリスト）
桑崎 剛（熊本市河内中学校 教頭）
曽我 邦彦（（社）日本ＰＴＡ全国協議会 顧問（前会長））

15時50分～16時 ＜総括＞

デジタル社会を生き抜く子どもたちのために
曽我 邦彦（（社）日本ＰＴＡ全国協議会 顧問（前会長））

＜13時より受付開始＞

主催：（株）メディア開発綜研

共催：文部科学省 徳島県PTA連合会

後援：徳島県教育委員会

協力：安心ネットづくり促進協議会

＜会場＞徳島県教育会館

（定員250名）

〒770-0003 徳島市北田宮1丁目8-68

渡辺 真由子（わたなべ まゆこ）メディアジャーナリスト
慶応大学卒。テレビ朝日系で報道記者を務め、ドキュメンタリー『少年調書』で日本民間放送連盟最優秀賞、放送文化基
金優秀賞を受賞。退職後、カナダのサイモン・フレイザー大学でメディア・リテラシーを研究。現在はネット社会の子ど
もを取り巻く人権問題を取材し、情報から子どもを守り、賢くメディアとつきあうノウハウを伝授。
著書に『大人が知らない ネットいじめの真実』、『子どもの秘密がなくなる日～プロフ中毒ケータイ天国』、『オトナの
メディア・リテラシー』など。

桑崎 剛（くわさき つよし）熊本市河内中学校 教頭
東京都私立高等学校講師以降、熊本県立中学校（合志中学校他）教諭、熊本市教育委員会教育センター指導主事、熊本
県立中学校教頭（東部中学校他）を経て現職
現在は日本教育工学協会（JAET)理事、熊本県小・中学校情報教育研究会副会長、文部科学省 教育の情報化総合モデル
支援事業 企画評価委員他に従事
その他、「ガイアの夜明け」他TV出演や新聞等「子どものケータイ問題」の記事掲載多数


